
2016年 (平成28年)11月 3日  本 曜

漂とめ

第1部 葛藤する現場⑤

17月反

実
験
室
に
並
ん
だ
タ
ン
ク
は
管
で

つ
な
が
れ
、
中
に
は
赤
い
液
体
が
満

ち
て
い
た
。

「
こ
こ
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

由
来
の
血
小
板
を
作

っ
て
い
ま
す
」
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「メ
ガ
カ
リ
オ
ン
」

（
東
京
都
）
の
三
輪
玄
二
郎
社
長
（
６５
）

は
京
都
市
下
京
区
の
オ
フ
ィ
ス
で
、

出
来
上
が

っ
た
血
小
板
の
入

っ
た
パ

ッ
ク
を
手
に
し
な
が
ら
説
明
し
た
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

（人
工
多
能
性
幹
細

Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
で
き
た
血
小
板
を
手

に
す
る
三
輪
社
長
。
大
量
生
産
の
た
め

の
技
術
開
発
を
続
け
て
い
る
（
京
都
市

下
京
区
）＝
撮
影
ｏ船
越
正
宏

胞
）
か
ら
作

っ
た
血
小
板
の
輸
血
は
、

日
の
病
気

「加
齢
黄
斑
変
性
」
に
続

ギ稗 警文

実
用
化
へ

い
て
臨
床
応
用
が
近
い
と
注
目
を
集

め
て
い
る
。
輸
血
に
使
わ
れ
る
血
液

は
、
今
の
と
こ
ろ
献
血
に
頼

っ
て
い

る
が
、
少
子
高
齢
化
の
た
め
２
０
２

７
年
に
は
献
血
者
約
８５
万
人
分
が
足

り
な
く
な
る
と
い
う
試
算
が
あ
る
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
作

っ
た
輸
血
用
製

剤
は
、
献
血
不
足
の
解
決
策
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

投
資
が
専
門
の
三
輪
社
長
が
再
生

医
療
の
事
業
化
に
関
わ
り
始
め
た
の

は
０８
年
。
高
校
時
代
か
ら
の
友
人
で

あ
る
東
京
大
の
中
内
一替
光
教
授
（
６４
）

と
、
同
窓
会
で
約
１０
年
ぶ
り
に
再
会

し
た
の
が
き

っ
か
け
だ

っ
た
。

「ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
す
ご
い
発
見
だ

が
、
日
本
で
は
う
ま
く
実
用
化
で

き
る
か
分
か
ら
な
い
」
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
綿

胞
か
ら
血
小
板
を
作
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
た
中
内
教
授
か
ら
相
談

を
受
け
た
。
産
業
と
し
て
成
り
立
た

せ
る
に
は
資
金
調
達
な
ど
が
必
要

と
な
る
が
、
科
学
者
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
い
。

「私
の
経
験
が
役
に
立
つ

か
も
」
。
産
業
に
育
て
る
準
備
を
始

め
た
。
Ｈ
年
に
は
、
血
小
板
を
作
製

す
る
技
術
を
開
発
し
た
中
内
教
授

や
京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の

江
藤
浩
之
教
授

（
５３
）
と
、
同
社
を

設
立
し
た
。

事
業
化
が
目
的
の
同
社
で
は
、
最

初
か
ら
治
験
を
目
指
し
て
い
る
。
「日

本
と
米
国
で
、
来
年
に
は
実
施
の
申

請
を
す
る
つ
も
り
で
す
」
。
三
輪
社


